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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第3四半期連結累計期間における世界経済は、米国経済が企業の業績回復に伴う雇用環境の改善や個人消費の

拡大等を背景として堅調に推移したものの、欧州経済において内外需要の低迷による低成長が持続しました。中国

経済も先進国への輸出の鈍化等による減速傾向が続くなど、景気の先行きは不透明な状況となっています。一方、

わが国経済におきましては、4月の消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動減の影響を受けたものの、雇

用・所得環境の改善による個人消費の回復の動き、生産・収益の持ち直しによる企業の設備投資の上向きなどを背

景に、緩やかな回復基調が続いております。 

 このような環境のもと、当社グループにおきましては、電子事業、工業材料事業のいずれについても全体的に堅

調に推移し、当第3四半期連結累計期間の売上高は前年同期比10.5％増の33,344百万円、営業利益は前年同期比

38.3％増の1,209百万円、経常利益は前年同期比48.3％増の998百万円、四半期純利益は前年同期比159.6％増の677

百万円と増収増益となりました。
 
セグメントの業績は、次のとおりであります。

（電子事業）

 電子事業におきましては、主力のプリント配線基板関連の国内売上が、試作・開発もの、多品種・小ロットも

の、短納期要請の高いものを中心に堅調に推移し、実装の販売も順調でありました。また、ASEAN市場を中心に

車載関連の需要が堅調であったことで、海外での売上高が伸びました。

 この結果、売上高は前年同期比13.5％増の26,614百万円、セグメント利益は前年同期比49.0％増の756百万円

となりました。

（工業材料事業）

 工業材料事業におきましては、混和材が天候不順や工事の伸びの鈍化により前年を下回ったものの、主力製品

である硝子長繊維原料と耐火物、それ以外では原料仕入販売の売上が堅調に推移し、一方で生産効率化やコスト

削減に努めた結果、利益面でも前年を上回る水準を確保することが出来ました。

 この結果、売上高は前年同期比0.2％増の6,728百万円、セグメント利益は前年同期比13.0％増の509百万円と

なりました。
 
（2）財政状態に関する説明

 当第3四半期連結会計期間末における総資産は42,969百万円となり、前連結会計年度末に比べ743百万円増加しま

した。主な増減は、受取手形及び売掛金の増加1,933百万円、仕掛品の増加189百万円及び有形固定資産の減少

1,294百万円であります。 

 負債の残高は31,787百万円となり、前連結会計年度末に比べ366百万円増加しました。主な増減は、短期借入金

の減少500百万円及び未払金等による流動負債その他の増加888百万円であります。 

 純資産の残高は11,181百万円となり、前連結会計年度末に比べ376百万円増加しました。主な増減は、利益剰余

金の増加490百万円及び為替換算調整勘定の減少119百万円であります。
 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年3月期の業績予想につきましては、平成26年11月6日に公表いたしました通期連結業績予想から変更はあ

りません。

 なお、業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績等は、業

況の変化等により、予測数値と異なる場合があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。
 
（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。
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（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年5月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第1四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を残存勤務期間に基づく割

引率から単一の加重平均割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第3四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第3四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が62百万円増加し、利益剰余金が40百万円

減少しております。また、当第3四半期連結累計期間の連結損益計算書に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年3月31日) 
当第3四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,439 8,429 

受取手形及び売掛金 11,317 13,250 

有価証券 500 500 

商品及び製品 1,205 1,243 

仕掛品 1,001 1,190 

原材料及び貯蔵品 2,563 2,586 

その他 705 692 

貸倒引当金 △5 △6 

流動資産合計 25,727 27,886 

固定資産    

有形固定資産    

土地 6,481 5,258 

その他（純額） 8,285 8,213 

有形固定資産合計 14,766 13,471 

無形固定資産 271 274 

投資その他の資産    

その他 1,755 1,722 

貸倒引当金 △294 △385 

投資その他の資産合計 1,461 1,336 

固定資産合計 16,499 15,082 

資産合計 42,226 42,969 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年3月31日) 
当第3四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,308 5,185 

短期借入金 7,315 6,814 

1年内償還予定の社債 710 800 

1年内返済予定の長期借入金 3,059 2,979 

未払法人税等 111 64 

賞与引当金 462 483 

その他 2,589 3,478 

流動負債合計 19,556 19,805 

固定負債    

社債 1,560 1,630 

長期借入金 6,439 6,479 

役員退職慰労引当金 23 23 

退職給付に係る負債 1,508 1,668 

その他 2,332 2,180 

固定負債合計 11,864 11,982 

負債合計 31,420 31,787 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,358 4,358 

資本剰余金 4,159 4,159 

利益剰余金 3,668 4,159 

自己株式 △681 △681 

株主資本合計 11,504 11,995 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 70 80 

繰延ヘッジ損益 － △6 

為替換算調整勘定 △797 △916 

退職給付に係る調整累計額 11 8 

その他の包括利益累計額合計 △715 △833 

少数株主持分 16 20 

純資産合計 10,805 11,181 

負債純資産合計 42,226 42,969 
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第3四半期連結累計期間 
(自 平成25年 4月 1日 

 至 平成25年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成26年 4月 1日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 30,172 33,344 

売上原価 25,380 28,171 

売上総利益 4,792 5,173 

販売費及び一般管理費 3,917 3,963 

営業利益 874 1,209 

営業外収益    

受取利息 10 2 

受取配当金 4 6 

負ののれん償却額 58 － 

為替差益 120 217 

受取保険金 70 － 

その他 76 86 

営業外収益合計 341 313 

営業外費用    

支払利息 271 283 

持分法による投資損失 144 20 

その他 126 219 

営業外費用合計 542 524 

経常利益 673 998 

特別利益    

固定資産売却益 － 12 

特別利益合計 － 12 

特別損失    

減損損失 － 60 

その他 218 27 

特別損失合計 218 88 

税金等調整前四半期純利益 454 922 

法人税、住民税及び事業税 121 115 

法人税等調整額 66 126 

法人税等合計 187 241 

少数株主損益調整前四半期純利益 266 681 

少数株主利益 5 3 

四半期純利益 260 677 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第3四半期連結累計期間 
(自 平成25年 4月 1日 

 至 平成25年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 
(自 平成26年 4月 1日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 266 681 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 47 10 

繰延ヘッジ損益 0 △6 

為替換算調整勘定 132 △125 

退職給付に係る調整額 － △2 

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 5 

その他の包括利益合計 176 △118 

四半期包括利益 442 562 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 435 558 

少数株主に係る四半期包括利益 7 3 
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間（自 平成25年4月1日 至 平成25年12月31日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他
（注）1 

合計 
調整額
（注）2 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）3 

  電子事業 
工業材料 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 23,456 6,714 30,171 1 30,172 － 30,172 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ 1 1 － 1 △1 － 

計 23,456 6,716 30,173 1 30,174 △1 30,172 

セグメント利益 

又は損失（△） 
507 450 958 △85 872 1 874 

 
（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、EV事業を含んでおります。

2．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去1百万円が含まれております。

3．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 重要な減損損失はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）
 重要な負ののれん発生益はありません。

Ⅱ 当第3四半期連結累計期間（自 平成26年4月1日 至 平成26年12月31日） 

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他
（注）1 

合計 
調整額
（注）2 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）3 

  電子事業 
工業材料 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への売上高 26,614 6,728 33,343 1 33,344 － 33,344 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － － － 

計 26,614 6,728 33,343 1 33,344 － 33,344 

セグメント利益 

又は損失（△） 
756 509 1,265 △57 1,207 1 1,209 

 
（注）1．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、EV事業を含んでおります。

2．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去1百万円が含まれております。

3．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「電子事業」セグメント及び「工業材料事業」セグメントにおいて、事業所の移転の決定及び遊休資

産の売却が決定したため、減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第3四半期

連結累計期間においては、「電子事業」セグメント44百万円、「工業材料事業」セグメント16百万円で

あります。

（のれんの金額の重要な変動）

 重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）
 重要な負ののれん発生益はありません。
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